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論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本論文は､造血幹細胞移植患者に時に発症する侵其性の真菌感染症を予防するため､ こ
れまで使用されているフルコナゾ-ルと近年開発されたミカフアンギンの前方視的無作為
化比較試験をおこなったものである｡成人の患者 106症例を対象としてミカフアンギン
150mg(n-52)もしくはフルコナゾ-ル 400mg(n=52)を投与したところ､ミカフア
ンギン群の全体的な有効性はフルコナゾ-ルに匹敵し､また､副作用の増加もないことか
ら､ミカフアンギン 150mgは造血幹細胞移植患者の真菌感染予防の治療選択となりうる
ことを示した｡
よって本研究は価値ある業績であり､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格がある
と認める｡
